
２進数の負数



２進数の負数

① ２進数の負数は２の補数で表す。

② 負数を２の補数で表現する２進数は
ＭＳＢで正または負の符号を表す。

③ ＭＳＢが０の場合を正または０
ＭＳＢが１の場合を負とする。

④ ８ビットの２進数の具体例
１ビットの符号と７ビットの２進数で表現できる。



⑤ ２進数の負数は
基準値から真数を減じた数値で表す。

⑥ ＭＳＢを符号として考えずに
ＭＳＢの桁を含めて２進数の負の値と考えて処理する。

⑦ Ｐの補数をＣ、基準値をＱとして、Ｓ－Ｐを計算する。
Ｃ＝Ｑ－Ｐ
Ｐ＝Ｑ－Ｃ
Ｓ－Ｐ＝Ｓ－（Ｑ－Ｃ）＝Ｓ＋Ｃ－Ｑ

⑧ これを図解すると、次ページの図のようになる。



⑧ 図解例



具体例１

１０進数の減算５００－３２１について考える。

① 通常の演算では ５００－３２１＝１７９

② 補数を使用して、加算で計算する。

③ 整数３２１の補数は
１０００－３２１＝６７９



④ 補数を使用して加算に変換する。
５００－３２１＝５００＋６７９＝１１７９

⑤ ④の結果から基準値を除くと次のようになる。
５００＋６７９－１０００＝１１７９－１０００＝１７９

⑥ １０進数の減算は、
補数を使用して加算で求めることができる。



具体例２

① ４ビットの２進数１００１から０１１０を減ずる演算は、
補数を使用して計算すると次のようになる。

② ２進数０１１０の補数は１０１０であるから
１００１－０１１０＝１００１＋１０１０＝１００１１

③ 先頭の１を除くと、００１１となる。

④ 先頭の１を除く処理は、４ビットの２進数の基準値
１００００を減じることになる。



⑤ １０進数の演算結果と比較する。

⑥ １００１は１０進数で９、０１１０は１０進数の６

２進数の演算 １００１－０１１０＝００１１
１０進数の演算 ９－６＝３



１０進数負の整数を２進数に変換

① 負の１０進数の絶対値の２進数を求める。

② ①で求めた２進数の２の補数を求める。



具体例

１０進数－９２の８ビットの２進数を求める。

① 負の１０進数－９２の絶対値９２を２進数に変換する。

(９２)10＝(０１０１１１００)２

② 求めた２進数０１０１１１００の２の補数を求める。
０１０１１１００の２の補数は１０１００１００となる。

③ １０進数の－９２を２進数で表すと１０１００１００となる。



２進数負の整数を１０進数に変換

① ２進数が負数の場合、
負の２進数の補数を求める。

② 求めた補数の２進数に
ウェイトを掛けて、１０進数に変換する。

③ この１０進数に－の符号を付ける。



具体例

① 具体例

負数を２の補数で表す８ビットの
２進数１０１００１００を１０進数に変換する。

② 解き方

❶ 負の２進数１０１００１００の補数を求める。

１０１００１００の２の補数は０１０１１１００となる。



❷ ❶で求めた補数を１０進数に変換する。

０１０１１１００を１０進数に変換すると、
６４＋１６＋８＋４＝９２

❸ この１０進数の９２に
－の符号を付けると、－９２となる。
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